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インテンシティプローブ 

図 1. 測定装置 
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c：音速（ m/s）  h：厚さ（ m）  

 ：密度（ kg/㎥） E：ヤング率（ N/㎡）  

小試料による音響透過損失測定手法の開発  
 

 ○西沢  啓子 *1)、神田  浩一 *1)、渡辺  茂幸 *1)、服部  遊 *1)、宮入  徹 *1) 
 
1．目的・背景  
 建物、自動車、各種機器で使われる防音材料の性能把握は、製品評価の重要な要素である。

建材の遮音（以下音響透過損失という）評価では JIS A 1416（空気音遮断性能の測定）が一

般的であるが、開発段階では必要とされる試料面積を用意できない場合がある。自動車、機

器の音響透過損失評価には ASTM E 2611（音響管による測定）が用いられるが、試料の取り

付け方が測定結果に影響を与える場合がある。膜材料では、特にこの傾向が出やすい。  
本研究では、小型残響箱を用いた小試料の音響透過損失測定を行い、材料開発段階の性

能把握を可能にすることを目的とした。  
 

2．研究内容  
（１）実験方法  

小型残響箱（内寸 550mm×550mm×575mm）の開口部

（ 200mm×200mm）に、防振ゴム（ 2mm）を挟んで試料

（260mm×260mm）を設置した（図 1）。残響箱の底面中央

に配置したスピーカからランダムノイズを放射し、試料を

透過する音響インテンシティ注1）をインテンシティプロー

ブで測定した。試料設置時の音響インテンシティと試料なし

の開口部における音響インテンシティから音のエネルギー

の透過率（）を求め、音響透過損失（dB）を算出した。  
注 1）単位面積を単位時間に通過する音のエネルギー。単位（W/㎡）。 

 
（２）結果及び考察  
 鉄板（0.5mm 厚）と石膏ボード（9.5mm 厚）について、

JIS A 1416（試料面積 4.86 ㎡）による結果と併せて示す（図

2、3）。凡例の「西が丘」は都産技研旧西が丘本部の測定値、

「青海」は現在の本部の測定値である。 JIS の測定周波数

（ 100～ 5000Hz）のうち、本手法との良い対応が見られる

のは 315Hz 以降である。 JIS A 1419 で空気音遮断性能の等

級曲線を 5dB ステップとしていることから、 JIS との差が

5dB 以内となることを目標とした。鉄板は、JIS との良い対

応が得られた。石膏ボードについては、一部帯域で 6dB 程

度の差がみられたが、概ね 5dB 以内の対応を示した。石膏

ボードはコインシデンス周波数 fc 注2）が測定周波数範囲に

入っている（図 3）。このような試料は、設置方法（端部の

固定、試料囲いの有無）の影響を受けやすく、さらに検討

が必要である。 

注2）ある角度で入射した音波の振幅と板の屈曲波の振幅の一致に

より音響透過損失の低下を生じる周波数。算出法を式（ 1）に示す。 

 
3．今後の展開  

製品開発支援事業に本手法を活用し、材料開発段階から音響透過損失を把握することで、

効率的な製品開発を促進する。  
 

*1)光音技術グループ  
H24.4～H25.3【基盤研究】ランダム入射における小試料の音響透過損失測定手法の開発  

図 3. 音響透過損失（石膏ボード 9.5mm 厚）
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図 2. 音響透過損失（鉄板 0.5mm 厚）
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国内立地適合太陽熱発電システムの開発  
 

○畠山  実 *1)、木村  利明 *1)、川口  聖司 *1)、粟野  陽一 *1)、保戸塚  久喜 *1) 
 
1．目的・背景  
 1997 年の京都議定書及び東日本大震災による原発

事故を経て、再生可能エネルギーの普及がより一層望

まれている。海外においては、大規模な太陽熱発電シ

ステムの研究が行われているが、わが国においては、

太陽熱発電に必要となる直達日射の割合が少ないこと

から、あまり研究が行われていないのが現状である。

本研究では、国内で太陽熱発電を可能とするため、直

達日射だけでなく散乱日射からも集熱できる太陽熱温

水器を用いた発電システムの開発を行っている。  
 
2．研究内容  
（１）実験方法  
 図 1 に実験システムの概要を示す。太陽熱温水器を

利用した集熱器で太陽熱を収集し、貯湯槽に温水を貯

め、熱交換器により熱媒（HFC-245fa）を気化させて

膨張機を回し、発電を行うシステムである。  
 集熱器には、真空二重ガラスとヒートパイプを用い

た高性能な太陽熱温水器を用いた。この方式は、一般

的な太陽熱発電のような集光装置を用いないため、直

達日射だけでなく散乱日射からも集熱することができ、

真空二重ガラスにより、太陽光は通しても魔法瓶のよ

うに熱が逃げ難い構造（図 2）となっていて、従来の

太陽熱温水器よりも効率良く集熱できる。  
 膨張機には、回転式のスクロール膨張機を採用した。

一般的な旋回式スクロールと違い、二つのスクロール

がそれぞれの回転中心で回転する（図 3）ため、高速

回転しやすく、直接発電機を回せることから高性能化

がしやすいと考え、この方式を採用した。  
 
（２）結果及び考察  

集熱器の性能については、散乱光からでも約 50％の

光／熱変換効率があることが確認できた。また、試作

したスクロール膨張機の回転実験では、4,000rpm での

回転が可能であることを確認した。そして、既存の熱

発電システムを用いた太陽熱発電実験では、実際に集

熱器で集めた温水を用いて約 1.2kWh の発電を行った。 
 
3．今後の展開  

今後は、試作した膨張機による発電システムを完成

させるとともに、協力企業と協働して発電システムの

実用化を目指す予定である。  
 

*1)一般財団法人機械振興協会技術研究所  

図 1. 実験システムの概要 

図 2. 集熱器の構造 

図 3. 回転式スクロール 

図 4. システム全景 
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